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１. はじめに 

乾燥収縮あるいはアルカリ骨材反応問題に対処する

ため，石灰石骨材を使用する生コン工場が増えている。

また，石灰石骨材は磨砕され易く輸送工程で微粒分量

が多くなる性質があり，中国地区の生コン工場を対象

に調査した結果によると，石灰石砕砂の微粒分量が最

大 24.6％にも達していた。そこで，本研究では，JIS の

上限値をはるかに超える微粒分量の石灰石骨材を用い

たコンクリートを対象とし，配合とフレッシュ性状に

及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。 
 

２.実験概要 

2.1 使用材料 

表－１に，使用材料の種類，物理的性質等を示す。 
2.2 コンクリートの種類と配合 

表－２に，コンクリートの種類と骨材の組合せを示

す。コンクリートの種類は，粗・細骨材ともに普通骨

材を使用した N コンクリート（以下 N と表記），細骨

材に普通砂を粗骨材に石灰石を用いた NL コンクリー

ト(以下 NL と表記)，粗・細骨材とも石灰石を用いた

LL コンクリート（以下 LL と表記）の３種類とした。 
2.3 配合条件 

水セメント比は 45，55，65％の３水準（ただし，NL16

は 55％のみ）とし，スランプは 8.0±1.5cm，空気量は

4.5±0.5%とした。なお，細骨材率は後述の 3.1 項で決

定した最適細骨材率 を用い，AE 減水剤量は全配合に

おいて一定（単位セメント量×0.25％）とした。 

 

３.実験結果および考察 

3.1 石灰石骨材中の微粒分量が配合に及ぼす影響 

(1)最適細骨材率（最適 s/a） 

 図－１に，単位水量を一定，水セメント比 55％，ス

ランプ 8.0±1.5cm，空気量 4.5±0.5%のもとで，s/a の

みを変化させた場合に得られるスランプを示す。いず

れのコンクリートにおいてもスランプと s/a との関係

は上に凸な形状を呈し，同一単位水量に対してスラン

プが最大となる最適 s/a が存在することがわかる。 

以下においては，任意の W/C における最適 s/a は

表－1 使用材料 
材料 種類・産地・物理的性質・主成分 

セメント 高炉セメント B 種（密度：3.04 g/cm3 ） 
Y 県産石灰石砕砂 
（表乾密度：2.68g/cm3 ，微粒分量：2.2％，F.M.：2.88）

細骨材 
普通砂：陸砂と砕砂の混合砂 
（表乾密度：2.67g/cm3 ，微粒分量：3.9％，F.M.：2.51）
Y 県産石灰石砕石  
（表乾密度：2.68g/cm3 ，微粒分量：2.6％，F.M.：6.41）

粗骨材 
普通砕石：安山岩砕石 
（表乾密度：2.75g/cm3 ，微粒分量：0.0％，F.M.：6.79）

微粒分量調
整用粉体 O 社製石灰石微粉末（粉末度 5098 cm2/g） 

化学混和剤
AE 減水剤（リグニンスルホン酸系） 
AE 助剤（アルキルエーテル系） 

 
表－２  骨材の組合せ         

骨材種類・微粒分量 コンクリート 
の種類 

記号 
細骨材 粗骨材 

N コンクリート N 普通砕石 0％

NL3 2.6％

NL7 7.0％

NL12 12.0％
NL コンクリート 

NL16 

普通砂 3.9％ 
石灰砕石

16.0％

LL0 2.2％ 2.6％

LL1 9.0％ 5.0％LL コンクリート 
LL2

石灰砕

砂 
18.0％ 

石灰砕石

10.0％
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図－１ コンクリートの最適細骨材率（W/C：55％） 
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図－２ 石灰石微粒分量と単位水量との関係 

細骨材率 s/a （％）



W/C=55％で決定された最適 s/a を基準とし，次式より

算定される値を用いることにした。 
 ( ) ( ) 5/)55(/ %55// −+= = CWasas cwcw  

 (2)単位水量 

図－２に，微粒分量と単位水量との関係を示す。NL

および LL の単位水量は，いずれのコンクリートも石灰

石微粒分量が 10kg/m3 増加するごとに 1.5kg/m3 ほど増

加し，JIS 規格値の 2 倍の微粒分量を含む場合でも，中

国地区の生コン工場の単位水量平均値 169 kg/m3 とほ

ぼ同等の 170 kg/m3 程度に抑えられた。微粒分量

100kg/m3以下では，LL は N および NL よりも単位水量

がわずかに少なくなった。 

3.2 フレッシュコンクリートの性状 

(1)スランプの経時変化 

図－３に，水セメント比 55%のコンクリートにおけ

るスランプの経時変化を示す。石灰石骨材中の微粒分

がスランプの経時変化に及ぼす影響は小さく， NL の

場合は 16%程度まで，LL の場合は JIS 上限の 2 倍程度

までは影響が小さくなった。 

(2)ブリーディング 

図－４に，水／粉体（セメント＋微粒分）比とブリ

ーディング量との関係を示す。NL，LL のブリ―ディン

グ量は，水／粉体比が小さくなると減少していること

から，水セメント比が大きいコンクリートにおいては，

微粒分量の増加がブリーディングの抑制に有効である

ことがわかる。 

(3)凝結時間 

 図－５に，石灰石微粒分量と凝結時間との関係を示

す。始発時間および終結時間は，NL，LL ともに石灰石

微粒分量の増加に伴って短縮した。この凝結時間の短

縮は NL よりも LL の方が大きい。既往の研究によれば，

石灰石微粉末は，カリシウムアルミネートの反応およ

びエーライトの反応を促進する 1) 。また，高炉セメン

ト中の高炉スラグ微粉末も石灰石微粉末により反応が

促進される 2)との報告もあり，これらの石灰石微粉末の

促進作用により，凝結が早くなったと解釈できる。 

 

４．まとめ 

石灰石骨材の微粒分量が JIS 上限の２倍程度までの

範囲では，微粒分量に応じて最適 s/a を求め，適正に配

合設計すれば，所要スランプを得るために必要な単位

水量は，170kg/m3 程度に抑えられた。その場合，スラ

ンプロスは，N と同等ないしはやや小さく，ブリーデ

ィング量は，水セメント比が同一の場合，微粒分量の

増加に伴い減少し，凝結時間は微粒分量の増加に伴い

やや早くなった。 
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図－３ スランプの経時変化 
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図－４ ブリーディング量と水粉体比との関係 
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図－５ 石灰石微粒分量と凝結時間との関係 


